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各
地
区
の
畜
牛
品
評
会
が
五
月
一
一
一
十
一
日
、

俵
橋
地
区
を
皮
切
り
に
四
地
区
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

地
区
品
評
会
は
、
乳
牛
改
良
、
地
域
の
牛
ま

つ
り
と
し
て
、
農
繁
期
前
の
地
域
交
流
、
親
睦

を
深
め
る
場
と
し
て
ゲ
ー
ム
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
な
ど
焼
肉
を
囲
ん
で
交
流
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

各
地
区
品
評
会
上
位
入
賞
牛
は
次
の
通
り
で

｛９。

武佐地区畜牛品評会

俵橋地区畜牛品評会Ｆ、●第３２回
各部１等質

5ｊｌ３１１１ノｌｈｌｉ１１総蚊数29頭
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ｌ１ＭＭＩｌ 
辮盃Lj

地
域
交
流
の
畜
牛
百

賞部 名 号 出品者

柵Ｉ鳩メド狐ｌハッビーウードメガリーダー

ｉｌｌｉｌｌｌＭＩｉｆｌｌ１１ｉ］Ｃ ２ハッヒーランドアルヒナゴールドマックス

ｉｌ１ｉＩＭＩ３が顕F１ハッピーウードエランドヘイフーン

ifiil鴫イ『：ⅣＬｌハッヒーランドトツフローラーゴールドコピー

}１１１１鴫（【ilW［日ハッヒーランドアイデアルアシリー

|ｲ;々イ<ｌ１Ｈ雄Ｂアースイーストミソノジエニフアー Ｓｃ 

ｌＹｉＩｌＭｌｈＡ卜班Ｉ７ウードパレーアクチータイロー

●第48回開陽地区畜牛品評会
各部１等質
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叩
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れ
ま
し
た
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武佐地区畜牛品評会③第３２回
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部 名号 出品者 Ｆ１ 

スノー‐ブーーツチヤーーリーーケント jII舟｜`；
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Ｉ 2002北海這う'ラックアンドホワイトシヨウ 全
道
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
に
、

会
後
更
な
る
努
力
◎

噂
イン共進会場Ｉ

溺切露､＝曇一
■■■ 

Ｊ役まilk作歎
Ａ＝た力、のを午
１'１卜|上らビ数’''１
標）ノリｉｉｊはツえ過
ilkイド泣八グ、ブ諸

よ純ホ噸シ＃繁
り念リレのヨIIl1Mj

lMf；MZii片
１１１，ルイがなの｜・
ｌＩＡ６ンあり剛」し
しｉｆ農リ、iii此頭
まなＭ１まＪ衿の
しわ’|「しＡもⅡ｝
たれ場た’'１多肪
。、｜Ｈ１･標<頭

二
○
○
二
北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
が
、
五
月

二
十
五
日
、
二
十
六
日
両
日
、
早

来
町
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会
場
に
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
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たスレはｆｆｂｌＪＬ１ｊｉ
のタベ振さと＃|』に
でイルるれよ’ⅡＩは
けンさわてリチルｊ
な改をない、ャ’'１
い艮認かまトン・
で仁識つし位上久
しよしたたにオ際
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古ら世「l(｣でた

2002北海道Ｂ＆Ｗショウ出品順位名簿(ＪＡ中標津分）
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２ｉｌｊ２漂批アースイーストデユールレテ＆ユーク

２部２津！〔サニーデールスウイートアンコールスター

３WI|☆ｌ深３MFハヒイイーストホワイトローズローザ

３郁２篠iOtメドレーソーミツクス
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良質サイレージを作る４つのコツ

北根室地区農業改良普及センター
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入
予
定
の
農
場
環
境
整
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実
施
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には嫌う股とどばソダIMI術ｉ１ｒ

ｉ１１編I［鰯ＬＭ壜上総亙襯,１Ｍ
緋$,櫛),1駝繊ｉｉＭＩ１ｉｉ鯨'1雛
ＭＩＬＩｌ:liE旨舸iMliセツ蕊デトのの．受（（
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じ
る
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深Ｉ１１ｆに、’'１１宴いイ1き
め修あｌＵはでつ度
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き、１帳ＬｉｌｌＬｌまＬた
たこ’１１’'１年しが腱
いの,淡十皮た、業
と会、バー。H後
挟のか人｜､［）｜継
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て多ののそ緑し
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酪農体驍の看板を設置未リ｜内兄リ
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,#ｉののをⅡ)１水
のか様参細廻
懲くなザかで
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開
催

中標津町農協酪農実習生受入協議会では、開陽台駐車場と

北進台駐車場に新しく看板を設置致しましだ。

酪農の町、中標津町のＰＲと酪農実習生募集を観光に訪れ

た多くの方に広く知っていただき、酪農に興味を持っていた

だければと思っています。
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円満な取り決めで経営移譲。

灘
たとき業家公黍

ｌｉｌＭ。（こる後力災繊１１節
１１１松｜I'ｉｉｌ;１１つ上継が室公：
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挙『']ｉｉｉの家将委ｌｌＲ－Ｉ１１１
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んんんたｉ[ＭｉでわⅡL１．１］Ｍ１

〃左経た係総二進
々取溝つ機衡Ｉ‐，柵１
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計でん粉４月末販売状況蓑 てん粉市況 Iii1lr：[１１袋(25k｣LK】

,11i鈴し供でん粉
（ﾊを地jrri1ifL）

2J25(2.250)～:1.125(3.125） 

１乞成13ｲ'二}>ili｣上,;|でん粉は､４１Ｍ<仮litl系,;１１袋2'1')、

L2201ll（Iiii年I>腱ii71j91L()8()'１１）となっています。１ルビ

jifl瞳はliijfl2から兇ろと2().8鰯｣i'1となっています。なか

でも抱合せ'1kｼﾋﾞがi]ijflu上78.2灘の｣１ＭⅡとなっています。

l1R7]I２進l芝率は57.5黙で前ｲ'二比で5.1灘のjiril川に右ってい

,ﾘｳ鈴し上で･ん粉
（Ｉ〔承ｉｎ波し）

2.325(2.:175)～3.450(3.45()） 

愉人化［でん粉
（M〔11(命波し）

Ｌ７５Ｃ ～Ｌ875 

コーンスターチ 1.7｣()(Ｌ71()） 

まず『
（）はIiiiｲl2lliIIl1I

１０ 

jli鈴し;:でん粉
((:地j(了i)堕し）

2,125(2,25())～:1.125(3,125） 

,ﾘｳ鈴しょでん粉〉

(Ｉ〔ｵ(ｉｎ波し〉
､325(2,475)～３Ｊ5()(3,45()） 

W､人化［でん粉

(l〔』j(iiT波し） ,750~Ｌ875 

コー‐ンスターチ 1.7.|()<L7J()） 
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吾
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仁を笑にざ今
な'肱・顔もぼん）］影
つえ液で公か’七のり
てたをⅡ'ｉつぼ」＆人よ
、１１)&過迎てかｋれく
ハちざえい陽・什｜ピ
ハやててたｉｉｌＩ)とは閂
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」

く
ハ
チ
ン
コ
の
駄
仙
だ
と
い
う
、
た
く
さ

ん
の
お
‐
。
。
ち
や
で
雌
Ⅱ
遊
ぶ
ん
だ
っ
て
。

だ
け
ど
雌
近
の
お
菰
に
。
へ
り
の
遊
び
催
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
い
た
ず
ら
筑
味
に
玄
関
の
す

み
っ
こ
て
遊
ぶ
こ
と
〈
遊
ん
で
い
て
顔
而

に
ア
ザ
を
作
っ
て
も
へ
っ
ち
ゃ
、
７
．
）
と
、

ゴ
ミ
紺
の
巾
身
を
出
し
て
遊
鹸
？
こ
と
だ

そ
う
で
す
。
「
脈
朝
ゴ
ミ
桁
の
Ｉ
排
塗
窄

に
し
て
お
か
な
い
し
｜
、
ぜ
～
ん
ぶ
川
し
て

し
ま
う
か
ら
人
変
な
の
よ
」
レ
ー
マ
マ
の
綾

卜
さ
ん
。
そ
の
他
の
咲
ち
ゃ
ん
と
い
え
ば
、

肺
レ
ー
カ
メ
ラ
に
レ
ー
っ
て
も
興
味
を
も
っ
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い
る
ら
し
く
、
ハ
ハ
や
お
じ
い
ち
ゃ
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が

飲
む
缶
ビ
ー
ル
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柵
を
、
〉
ン
ユ
ー
ス
だ
し
｜

思
っ
て
飲
み
た
が
っ
た
り
、
こ
の
Ⅱ
の
取

付
も
搬
彩
川
の
カ
メ
ラ
を
触
り
た
が
っ
て
、

突
進
し
て
き
て
お
り
ま
し
た
》
将
求
は
カ

メ
ラ
マ
ン
か
し
，
Ｕ
？
Ⅱ
〈
へ
ｊ
、
好
荷
心
脈
艦

の
雌
艦
川
な
の
ね
～
。

そ
う
い
え
ば
マ
マ
が
笑
っ
て
向
っ
て
い

た
け
ど
、
誰
も
い
な
い
〃
向
に
笑
顔
で
Ｆ

を
振
る
こ
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｜
が
良
く
あ
る
ら
し
く
、
縦
に
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っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
っ
て
…
（
笑
）
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そ
ん
な
峡
ち
ゃ
ん
の
今
後
に
つ
い
て
、

ハ
ハ
レ
ー
マ
マ
に
，
野
ね
る
と
、
「
人
に
対
し
て

思
い
や
り
を
も
て
る
人
に
な
っ
て
欲
し
い

の
と
、
た
く
さ
ん
の
い
ろ
ん
な
人
に
川
会

っ
て
、
い
い
ｋ
維
一
が
で
き
る
と
い
い
な
～
」

し
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船
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。
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ー
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っ
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ハ
ハ
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ー
マ
マ
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、
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び
伸
び
行
っ
暁
ち
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。
化
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う
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思
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暮
ら
し

【家庭菜園】 その⑬

殺菌･殺虫剤の選択

北根室地区農業改良普及センター

ＩＦ口、 家庭鰻１Ｍにおける桜IMT・殿山ﾊﾞﾘの選び〃について紹介します。

霧ｉｆ灘鱒灘鴇
－－－４．アブラムシはキラキラ光るものを嫌うので､銀色のマル
せっかくの家庭笈|側ですから、できればj1lfH1L薬で．育てたいものです鼻と

蕊鶯露騨;蕊馨鑿…鑿
せっかくの家庭紫'！!|ですから、できれば無農薬で．育てたいものです。どうしてもｿIjｹﾞ`|;虫がﾂﾞﾋﾞ'１そしてしまい、ｊｌＸ

極'１ｹの{''１米が心配、という陽介に「炎を参夢にして「さい。

○家庭菜園で用いられる主な農薬一覧

散布方法
散布量・希釈倍数

薬剤名 対象病害 対象

疫洲)i、灰色かびりi所、べと病
広範ljIの病孤にｲ｢効な総合I！"除ｈｌ

搭鯛|ｽﾞｲli
lO()0倍（10cc／lOY,E）

ダコニール100(１ 染楽航、推菜〕i【(、根耀緬

lMi核Ⅲii、災かびil1ji、灰色かび病
広範ljlIのｿI;i気に(丁効な総介防|漆斉１１

裟蝿ltnj
20001（（５貝］０V駒

ベンレートノI（flMil H(策緬、蛇笈蹴、挫熊瓶、（XiWi

裟雄散nj
20()0傭（５９／]〔)V凡）

パイレトンノMllniI5 隅龍煎のうどんニリIii 照埖瀬令般
ﾉ伝、

nW核１１;j、うどんこ病、灰色かびりl;ｉ
広iitil)１１の｝,職iに(』効を総合防除両'１

鵠雄散ｲU
2()()ＯＩＩ\（５質／lO11x）

トッフジンＭ水ｲllﾊﾟ1１ 埖埖IlMi、雌菜麺１１４笈jMLI1jlini

:;;灰色かびｲ'埼……蝿や|ﾋﾟ、采ﾌﾟ錐(|§に灰色のかびが'１：える。恥ｿﾐは１１吹化するが、）|診ばi)Ｍしない
蝋うどん二病……蝿から裟にかけて、うどんこの様な｢1い粉状のものがつく

※蝋かびりj)i………iZにトマトに雄'1Zする。雌典がまずｶﾋﾞ災し、灰''1匹から灰褐色に変化する人きめの班紋ができる

:i:ベと》)i･･…･……雄の撰脈(二iハってjfl雌ったZ'f褐色ｴﾘlH点を'１{ずる･雄典にlWf灰色のかびが苑''二すろ

殺虫劃Ｉ

使用限度
散布期限

使用倍率
使用割合

薬剤客 対象害虫 薬効タイプ

アブラムシ、アオムシ、ゴナが
ヨトウムシ

恢触･鵬;Ｉ ６１１１１↓ｿ｣人］
｣}X睦ljiil1まで

20()01勝搭蝿散ｲiｊ1)ＩＷＰ乳）fll75

アブラムシ、アオムシ、。ナボ
ョトウムシ

減透移ｉｉｉ'i；
残杣１ＪⅡ

３１lll以内

｣lX樅1週l1Ijiiiiまで
l()()01簡器蝿iｽﾞｲlｊオルトランノＭ１剤

瞳迩移が'1ｋ
娩効lとい

２１I1uIノリ
1lx腿IMjllまで

200()ｉＰｆ髪腱放ｲlｊアドマイヤー水ｲⅡ(l］ アフーラムシ、ゴナジラミ

コロマイト乳剤
（殺ダニパ１１）

接触''化
辿効作111

２１１１１以1Aj

jlX樅Iiiillまで
l500i舟袈蝿}ｾｲl」
(j､7cc，水lＯＬ

ハダニリiＨ

:i･ｲ腐蝕性……･･･…薬剤がIirlﾆｲ畷,`ｉｆ山に触＃しると、効ⅡLか呪れるもの

!;;挺迩櫛ｉｒＩｒｉ：……搭蝋炎､iやh'1(物体|ﾉﾘにllltjl人された薬術１１が、｜i(【物を食.`ＩＦした'１１;虫に川して効咄がある６の

農薬の使用にあたっては､特に使用倍率､使用回数､散布期限などラベルの注意事項をよく読んでお使いください。

'1２ 

薬剤名 対象病害 対象
散布方法

散布量・希釈倍数

ダコニーールl()[)(）
疫洲)i、灰色かびりi;『、ベヒル蒟
広樋'１１の病狐にｲj効な総ｲＷｊ除ﾊﾟリ

染菜斌雄菜jMi、根紫；Jｉ 裟鱗1ｋ<lｉ
10()OWf（1()cc／lOihZ） 

ベンレートノI（「１１ﾊﾟ1１
lMi核Ⅲii、災かびｈｊｉ、灰色かび病
広純|)１１のｿI;i気に(｢効な総合lj"除jiiリ

恥菜顛、雄鵜iii、根笈斌ｖｉｊＭｉ
裟卿litnj
2000ｌｊｉ（５９］0１ 

パイレトン水ｲllliiﾘ５ HL鎭緬のうどんニリIii 果笈類令般
柴jl憧放ｲＩｊ

20()0傭（５９／]〔)Ｉ

トッフジンＭ水ﾄﾞ||所1１ IMi核１１ｊｊ、うどんこ病、灰色かびりl；ｉ
広iiul)１１の｝Iji気に(j効を総合防除('１ Ⅱと菜)1K囎菜jWi、１１喋緬、ＷｌｉＨ

搭災ﾙｾｲiｊ

2()()011\（５９／]0lx） 

薬剤名 対象害虫 薬効タイプ 使用限度
散布期限

使用倍率
使用割合

l)Iwl>liMjiill75 アブラムシ、アオムシ、ニコナカ゛、
ヨトウムシ

抜触|'’ ６１１１１↓]｣ﾉ､］ 
｣}X胸jiil1まで

2()()01貯搭鱈舩(ｲ1Ｊ

オルトランノkrlI別
アブラムシ、アオムシ、コナカ：
ヨトウムシ

i迩移i
lil」Ｉ

|'i;※ 
１１ 

３１''|以1ﾉ､Ｉ
｣ＩＸ種1週ilIjijiiまで

1()()()Ｉ 器雌放｛|』

アドマイヤー水「Ⅱﾊﾟリ アブラムシ、コナジラミ i塗移ｉ
効」

l化
Ｕ■■ 

い

２TII!〃｣ﾉリ
1lx砿Iiiillまで

20()()’ 裟蟠１MkｲIｊ

コロマイト￥しﾊﾟリ
(役ダニ)'lill）

ハダニリiＨ 按触･'11；
辿幼作Ｉ

21111以1ﾉ､］
｣|X極Iiiillまで

l5001ﾄｷ裟蝿|ｾｲ|』
(j､7cc／水l()Ｌ
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く
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・女性部の活動ページ
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各地区青年部通信員より活動報告
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各地区青年部通信員より活動報告
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５月の組合目誌
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２日酪農家会検対策

７日ＳＣＭ利用組合新組織発足の準
備会
熟年会全体会議
共進会代表者会議
農協酷対監事会

８日女性部50周年記念事業
第３回準備委員会
第２回理事会

スペース利用組合総会
伯爵まつり打ち合わせ

９日農協酷対役員会
酪農家会検対策
ＣＤＰ研究会会議
第３回青年部役員会

１０日露対通常総会
乳検組合総会
食品ｶﾛｴ部会打合わせ

１３日食品ｶﾛｴ部会設立準備委員会
中山間事業第２回総会

１４日共済推進事前研修
全道ＢＷ打合会議

１５日共済一斉推進
本侯農地打合せ
乳牛改良同志会役員会

16日中標津ＥＴＡ役員会
17日担い手創出協議会打ち合わせ

大根部会全体会議

第１回青年部合同委員会
乳検組合研修会

20日アドバイス21総会
21日食品ｶﾛｴ交流部会設立総会

中標津ジュニアホルスタインク
ラブ第１回運営委員会

27日ラホール利用組合総会
俵橋青年部簿記勉強会
地区別懇談会-30日

29日畑作部会、ゆめの森公園打ち合
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．昭和34年頃、当時はどこの農家でも牧草を刈った後、

・乾草させ、ご覧のように馬一頭曳きにレーキをつけ、

牧草を何カ所かに集めて菰み上げていったものでした。

塚今のように天気図も予報もなく、感に頼って草刈り製を
したもんです。ずい分と人手を要した、肉体労働の作

業でしたね←
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